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１．研究計画の概要  
(1) モータと磁気軸受を一体化する浮上モー
タで、浮上性能と回転性能の両立するローレ
ンツ型を研究してきた。今回はこれに磁束集
束技術を応用し、高性能化を目指して開発す
る。 
 
(2) 応用としては、非接触型の人工心臓ポン
プと、歩行補助ロボットなど小型で高トルク
モータをターゲットに開発を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) ローレンツ型磁気浮上モータは、初年度
に実験のしやすい大きさの磁束集束技術を
用いたモータを開発し、性能の良さを確認し
た。 
 
(2) 第２年度からは応用を目的に、小型の浮
上モータを開発し、本年度（第３年度）にほ
ぼ所望の性能を達成した。現在は、人工心臓
ポンプとして設計に取りかかろうとしてい
る。またロボット用モータは、第一次試作で
大きさの割に高トルクが得られることが分
かっていたので、歩行補助ロボットをターゲ
ットに超高トルクモータの設計を行ってい
る。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
 
（理由） 
(1) 高性能浮上モータとしては、ほぼ所望の
性能を達成し、現在は応用を前提とした開発
に移行している。 
 
(2) 人工心臓用浮上モータは、ほぼ開発を終

了して人工心臓ポンプとしての設計に入っ
ている。ロボット用モータとしては、人体に
装着できる大きさと重さで、20Nm の超高ト
ルクを発生することを目的としているため、
磁束密度が非常に高くなることが問題とな
っている。現在これに対する解決を模索し、
まもなく設計と製作に入る予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 高性能磁気浮上モータは、当初計画した
目的を達成し、完了している。 
 
(2) 人工心臓用浮上モータと人工心臓ポン
プに関しては、順調に開発が進んでおり、最
終年度（第４年度）で完成するように進めて
います。ロボット用モータは、磁性材料内部
の磁束密度が高すぎるため、その対策を模索
中でしたが、解決策を考えたので設計と製作
に着手し、最終年度には完成させる予定です。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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